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日本原子力産業会議とベトナム原子力委員会の原子力発電導入に係る
プレ・フィジビリティ・スタディの実施協力に関する覚青_二籐淮 )ヽ ‐ヽ
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ベトナムと日本の間における平和目的の原子力科学技術分野の協力枠組み奸 t́r_

チャン。フー・ファット(Tran Huu Phat)ベ トナム原子力委員会韓 EC)委員長の招請に
より、森 一久 日本原子力産業会議副会長を団長とする日本原子力産業会議(JAIF)訪
間
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ベ トナム政府のファム・ザー・キェム(Pham
Gia Khiem)副 首相の歓迎を受け、また、相互理解と信頼に基づきベ トナムヘの原子力
発電導入の可能性について意見交換を行なった。同訪間団はまた、工業大臣及び科学
技術環境副大臣と面談し、前述の案件につき幅広い意見交換を行なった。日本原子力
産業会議とベ トナム原子力委員会の共催で催されたベ トナム政府関係者及び科学者を
対象とした「日本における原子力発電の歴史」セミナーは有益で興味深いものであった。

I EI本原阜身筐1業会議とベ トナム原子力委員会の協力に関する可能性の討議の後、日
本原子力産i業‐会議とベ トナム原子力委員会指導部は以下の点で合意した。

.L相享方甚墓議は、ベトナムが19jj=しご栗まるJ諄争勢棄亀ャど笏与るプレ。フ
危
:お

1部TT)ギ「卜響諄TTギ晉TTl
協分芸曹念層言裏秀層fダξttξ看よ

細

F「

施

1画

に基づ

lil「11「「 :1「 i3〒1
.1・

七栞 碁享L醤異会議と
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t撃云菖単勇裏員会は原子力発電分野のさらなる協力の意

向を表明9協力の詳細内容はプレ・フィジビリティ。スタディ訃画終了後に討議するこ

ととする。|.l r il.  :        メ ー

/11,|11‐ 11 1     :
・ベ トナム原子力委員会は原子力発電分野の人材養成に対する要望 を日本原子力産業

会議に表明 し、 日本原子力産業会議はその要望 を受諾 した6.詳細な養成計画は後 日検

討する:

ハノイ、1999年 1月 9日

ベ トナム原子力委員会を代表 して 日本原子力産業会議を代表 して
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(サイン)

野 an Huu Phat
ベ トナム原子力委員会委員長

(サイン)

森 一久

日本原子力産業会議副会長


